


【
地
区
公
民
館
活
動
部
門
】

・
竹
中　
サ
ツ
子　
　
　
　
　
　
　

(

老
竹
地
区)

・
福
島　
幹
雄　
　
　
　
　
　
　
　

(

川
添
地
区)

・
久
木
元　
辰
雄　
　
　
　
　
　

(

下
川
西
地
区)

【
文
化・文
化
財
活
動
部
門
】　

・
西
元　
郁
雄　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

轟
地
区)

・
礒
貝　
文
夫　
　
　
　
　
　
　

(

中
津
川
地
区)

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
部
門
】

・
白
川　
三
男　
　
　
　
　
　
　

(

中
津
川
地
区)

・
福
島　
裕
子　
　
　
　
　
　
　
　

(

川
添
地
区)

・
平
山　
二
美　
　
　
　
　
　
　
　

(

川
添
地
区)

・
久
保　
健
一　
　
　
　
　
　
　
　

(

川
添
地
区)

【
公
民
館
学
級・講
座
部
門
】

・
手
石
方　
良
江　
　
　
　
　
　
　
　

(

市
区
外)

【
交
通
安
全
活
動
部
門
】

・
南　
隼
人　
　
　
　
　
　
　
　

(

上
川
西
地
区)

【
青
少
年
表
彰
　
文
化
部
門(

個
人)

】

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

パ
レ
ー
ド
・
マ
ー
チ
ン
グ
部
門

・
仮
屋　
寧
音　
　
　
　
　
　
　

(

龍
桜
高
１
年)

・
吉
永　
優
衣　
　
　
　
　
　
　

(

龍
桜
高
１
年)

・
新
園　
ゆ
あ      　
　

    　

  (

龍
桜
高
２
年)

・
上
村　
優
果　
　
　
　
　
　
　

(

龍
桜
高
２
年)

森
の
ご
ち
そ
う
コ
ン
ク
ー
ル
鹿
児
島
県
大
会

最
優
秀
賞(

県
知
事
賞)

き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会

・
森
山　
羅
亜
奈　
　
　
　

(

神
村
学
園
高
２
年)

【
青
少
年
表
彰
　
文
化
部
門(

団
体)

】

鹿
児
島
県
中
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

『
春
の
祭
典
』「
重
奏
の
部
」・「
小
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
部
」金
賞

『
夏
の
祭
典
』「
器
楽
合
奏
の
部
」金
賞

・
吉
松
中
学
校
マ
ン
ド
リ
ン
部

鹿
児
島
県
中
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

『
春
の
祭
典
』「
小
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
部
」金
賞

『
夏
の
祭
典
』「
器
楽
合
奏
の
部
」金
賞

全
日
本
リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

・
栗
野
中
学
校
音
楽
部

【
青
少
年
表
彰
　
ス
ポ
ー
ツ
部
門(

個
人)

】

全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会

・
赤
谷　
和
奏　
　
　
　
　
　
　

(

栗
野
小
２
年)

・
吉
村　
和
輝　
　
　
　
　
　
　

(

吉
松
小
２
年)

・
坂
口　
愛
茉　
　

 　

           (

栗
野
小
３
年)

・
大
山　
蒼
生 　
　

 　

          (

栗
野
小
３
年)

・
福
元　
衣
都　

     　
　

  　

  (

栗
野
小
４
年)

・
竹
ノ
上　
愛
織        　
　
　

 (

吉
松
小
４
年)

・
坂
口　
仁
琥　
　
　
　
　
　
　

(

栗
野
小
５
年)

・
小
川　
志
歩
望　
　

        　

 (

幸
田
小
５
年)

・
德
永　
隆
星　
　
　
　

         (

栗
野
小
６
年)

全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会

全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
抜
大
会

・
吉
村　
智
希　
　
　
　

         (

吉
松
小
６
年)

九
州
選
抜
交
流
親
善
大
会
２
０
２
５

In
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｈ
Ｏ

九
州
選
抜
プ
レ
ミ
ア
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ト
ー
ナ
メ
ン

ト(

鹿
児
島
県
選
抜
選
手)

・
宮
田　
晟
治　
　
　
　
　
　
　

(

栗
野
小
６
年)

南
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
Ｂ
＆
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
カ
ヌ
ー
競
技

・
久
美
田　
夏
帆　
　
　
　
　
　

(

栗
野
中
１
年)

全
日
本
中
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
生

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

全
九
州
中
学
生
選
抜
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

・
永
野　
由
佳　
　
　
　
　
　
　

(

吉
松
中
１
年)

全
日
本
中
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

・
稲
毛　
彩
愛　
　
　
　
　
　
　

(

栗
野
中
３
年)

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

全
国
中
学
生
空
手
道
選
抜
大
会

・
亀
澤　
勇
映　
　
　
　
　
　
　

(

栗
野
中
２
年)

・
小
川　
結
里
歩　
　
　
　
　
　

(

栗
野
中
２
年)

教
育
委
員
会
表
彰
　
　
　
　
　
個
人
51
名　

団
体
４
団
体（
敬
称
略
）

湧水町誕生 20周年記念
令和７年度　湧水町生涯学習推進大会

　
令
和
８
年
３
月
１
日(

日)

栗
野
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、

湧
水
町
誕
生
20
周
年
記
念「
令
和
７
年
度 

湧
水
町
生
涯
学

習
推
進
大
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、地
区
公
民
館
や
地
区
子
ど
も
会
、各
学
校
、公

民
館
学
級
が
、こ
の
一
年
、熱
心
に
取
り
組
ま
れ
た
活
動
の

報
告
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
、来
場
者
の
目
を
惹
き
つ
け
て
い

ま
し
た
。

　
大
会
は
、「
勝
運
太
鼓
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
、力
強
い
和
太

鼓
演
奏
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
表
彰
で
は
、地
区
や
文
化
、ス
ポ
ー
ツ
等
の

各
分
野
に
お
い
て
功
績
の
あ
っ
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
し

ま
し
た
。ま
た
、令
和
７
年
度
公
民
館
学
級
の
修
了
証
書
を

授
与
し
、こ
の
一
年
間
、そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
懸
命
に
取
り

組
ま
れ
た
、す
べ
て
の
公
民
館
学
級
生
の
学
習
に
対
す
る
姿

勢
を
称
え
ま
し
た
。

　
活
動
発
表
で
は
、公
民
館
学
級
活
動
と
し
て
、水
彩
画
教

室
の
福
井
春
代
さ
ん
が
、作
品・活
動
発
表
を
さ
れ
ま
し
た
。

地
区
公
民
館
活
動
で
は
、鶴
丸
地
区
公
民
館
長
の
雪
松
和
幸

さ
ん
が
地
域
活
動
の
取
組
状
況
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

青
少
年
活
動
で
は
、吉
松
中
学
校
マ
ン
ド
リ
ン
部
の
皆
さ
ん

が
心
落
ち
着
く
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
別
講
演
で
は
、元
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
日
本
代
表
の
迫

田
さ
お
り
さ
ん
と
、Ｋ
Ｋ
Ｂ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
福
田
大
二

朗
さ
ん
を
迎
え
、ト
ー
ク
シ
ョ
ー
形
式
で
、講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。明
る
く
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
、ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や
現
役
時
代
の
経
験
談
を
交
え
な
が
ら
、努
力
を
重

ね
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、福

田
さ
ん
と
の
掛
け
合
い
も
軽
快
で
、会
場
全
体
が
笑
い
に
包

み
こ
ま
れ
る
場
面
も
多
く
、ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
や
人
と
の
つ

な
が
り
の
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、参
加
者
が
心
を
一
つ
に
し
、

「
集
い
」、「
学
び
あ
う
」、「
高
め
合
い
」な
が
ら
、と
て
も
充
実

し
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
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“ 人 ” 輝く「ふるさと湧水」の創造
～ともに学び　活かす　生涯学習のまちづくり～

力強いオープニングを飾ってくださった
勝運太鼓の皆さん
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教育委員会表彰

九
州
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

・
花
堂　
春
馬　
　
　
　
　
　
　

(

栗
野
中
２
年)

・
西　
佑
真　
　
　
　
　
　
　
　

(

栗
野
中
２
年)

九
州
夏
季
選
手
権
硬
式
少
年
野
球
大
会

ホ
ー
ク
ス
カ
ッ
プ
中
学
野
球
大
会
２
０
２
５

・
今
和
泉　
雄
斗　
　
　
　
　
　

(

栗
野
中
３
年)

全
国
中
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会

・
竹
ノ
上　
心
優　
　
　

(

鹿
児
島
第
一
中
３
年)

九
州
中
学
校
陸
上
競
技
大
会(

男
子
共
通
砲
丸
投)

・
拵
井
園　
礼　
　
　
　
　
　
　

(

栗
野
中
３
年)

エ
ン
ジ
ョ
イ
！
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
５
剣
道
大
会

・
野
中　
悠
聖　
　
　
　
　
　
　

(

吉
松
中
３
年)

全
九
州
高
等
学
校
空
手
道
新
人
大
会

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

全
国
高
等
学
校
空
手
道
選
抜
大
会

・
池
田　
圭
孝　
　
　
　

(

鹿
児
島
城
西
高
２
年)

全
国
・
九
州
高
校
総
体
空
手
道
競
技
大
会

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
空
手
道
競
技

・
柿
木　
史
翔　
　
　
　
　
　
　

(

開
新
高
３
年)

全
国
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会

九
州
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会

・
有
田　
つ
く
し　
　
　
　
　
　

(

樟
南
高
２
年)

全
国
・
九
州
高
校
総
体
剣
道
大
会

・
二
渡　
紀
香　
　
　
　
　
　
　

(

樟
南
高
３
年)

全
国
・
九
州
高
校
総
体
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

天
皇
杯
・
皇
后
杯
Ｊ
Ｖ
Ａ
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
ラ
ウ
ン
ド

全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
選
手
権
大
会

・
立
野　
駿
介　
　
　
　
　

(

川
内
商
工
高
２
年)

九
州
高
校
総
体
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

Ｕ
ー
19
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
大
会

・
古
川　
千
裕　
　
　
　

(
鹿
児
島
実
業
高
３
年)

【
青
少
年
表
彰
　
ス
ポ
ー
ツ
部
門(
団
体)

】

全
国
道
場
対
抗
剣
道
大
会

・
吉
松
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

坂
本
龍
馬
旗
争
奪
西
日
本
小
学
生
野
球
大
会

・
湧
水
ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ

【
幼
児
表
彰
　
ス
ポ
ー
ツ
部
門(

個
人)

】

け
ん
玉
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
廿
日
市
２
０
２
５

優
勝(

６
歳
の
部)

・
富
永　
ひ
か
り　
　
　
　
　
　

(

下
川
西
地
区)

【
成
人
表
彰
　
ス
ポ
ー
ツ
部
門(

個
人)

】

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
水
泳
競
技

・
川
井
田　
翼　
　
　
　
　
　

(

東
中
下
場
地
区)

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

・
田
底　
佳
樹　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

轟
地
区)

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
サ
ッ
カ
ー
競
技

・
福
原　
碧
人　
　
　
　
　
　
　
　

(

鶴
丸
地
区)

【
表
彰
伝
達
】

全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者
表
彰

・
田
中　
耕
作　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

轟
地
区)

・
牧
野　
広
志　
　
　
　
　
　
　
　

(

長
谷
地
区)

姶
良
・
伊
佐
地
区
社
会
教
育
振
興
会
表
彰

芸
術
文
化
活
動(

文
化
財
保
護
活
動)

・
平
島　
久
弘　
　
　
　
　
　
　

(

中
津
川
地
区)

迫田さおりさんと福田大二朗さんの
トークショー



第

回　早朝、水が抜かれた丸池に、町内外から家
族連れ��名が集まりました。今回は特に町外
から多くの子どもたちが参加し、丸池の生き
物調査が開催されました。
　主催の福永真悟さんの説明の後、網を手に
した参加者たちが一斉に池に入り、水生生物
を探し始めました。タカハヤやサワガニなど
の淡水魚や特定外来生物アメリカザリガニが
捕獲されました。そして今年はなんとゲンゴ
ロウやウナギの姿も！
　鹿児島水族館のスタッフによる捕獲した生
き物の特徴や生態の解説も行われ、子どもた
ちは興味津々に耳を傾けていました。

日

散
策

with

3 22/

テレビの取材も！

　
曇

雨

日
︒

散
策

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

開
催

︒

　
当
日

５
０
０
名

方

参
加

︑
川
内
川
沿

歩

  

約
６

㎞  

︑

畑

巡

 

約

８
㎞  

２

散
策

湧
水
町

春

満
喫

︒
各

湧
水
汽
車
会

行

︑
参
加
者

熱
心

質
問

場
面

︒

　

畑

巡

︑

町

生
産
組
合

協
力

︑

果
肉

使
用

販
売

︒

︑
茶
業
振
興
会

湧
水
茶

行

︒

　

︑
丸
池
公
園
内

九
州
新
幹
線

走

︑
制
服

身

包

子

乗

込

︑
思

出

写
真

残

︒

︑
生

物
調
査

捕
獲

汁

︑
過

去
最
大
規
模

　
店
舗

出
店

︑
大
賑

︒

　

参
加

皆

︑

︒ ��

(
) 

(
) 

丸
池
生

物
調
査

金3 20/
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ア
メ
リカ

ザリ
ガニのお味噌汁

ア
メ
リカ

ザリ
ガニのお味噌汁

1等
のお

米が当たりました！

5 　広報 ゆうすい  Vol. 253　2026.4



　
青
空

Ｓ
Ｌ

汽
笛

鳴

響

３
月
８

日  

日  

︑
吉
松
駅
前

﹁

吉
松
駅

春

﹂

行

︑
１
０
０
０
人

超

方

集

︒

　
同
日
開
館

新
停
車
場
地
区

内

︑
Ｓ
Ｌ
写
真

展
示

完
成
祝
賀
会

４
名

方

登
壇

︑

鉄
道

熱

思

語

︒
吉
松

駅

Ｓ
Ｌ
広
場

︑
布
製

花

木
製

作

出

店

設

︑
子

年
配

方

楽

︒

︑
吉
松
中

学
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24

(火)

２
22

(日)

３
11

(水)

ストリートピアノ

　今から��年前に東日本を襲ったマグニチュ
ード�.�の大地震を追悼するため、「ストリー
トピアノでつなぐ祈りのハーモニー」は始ま
りました。すべての被災地へ黙とうをささ
げ、防災意識を高める日となりました。
　今年も防災士の吉水康夫さんによる講話が
行われ、心光保育園の園児と参加者により
「花は咲く」などが歌われました。また、ス
トリートピアノ設置に尽力され、ふるさと観
光大使を長らく務められながら、昨年逝去さ
れた古川玲子さんの追悼式も行われ、故人を
偲びました。

祈りのハーモニーでつなぐ
第��回

　２月��日（日）に湧水町国際交流協会が主
催する「アジアの料理交流会」が開催されま
した。昨年に続き２回目の開催となり、今回
も町内の外国人受入企業や事業者にご協力を
いただき、アジア各国の料理（ネパール２
品、ミャンマー５品、ベトナム２品、日本３
品）を調理していただきました。作った料理
を協会会員、外国人参加者で一緒に味わい、
話が弾んでさらに交流が深まりました。
　今後も外国のあらゆる分野にわたり、国際
交流活動を推進していきます。

湧水町国際交流協会
アジアの料理交流会幸田の棚田が認定！

フォトドラに

　KKBかごしま放送が主催する、かごしまオ
ールトヨタフォトドライブプロジェクトにお
いて、「幸田の棚田」がフォトドラアワードに
認定され、町長室において認定式が行われま
した。「幸田の棚田」は国見岳の麓の幸田地区
にあり、つなぐ棚田遺産に認定されていま
す。全国的にも珍しい武者返しのある石積み
は、江戸中期に造られました。
　湧水町では、昨年の魚野フライトエリアに
続いて�か所目の認定となります。

わくわくゆうすいわくわくゆうすいわくわくゆうすい

３
14

(土)
女性団体交流会開催
令和７年度第２回湧水町

 　�月��日(土)栗野中央公民館にて湧水町女性
団体交流会を開催し、町内在住・勤務の女性
��名が参加しました。自己尊重プラクティス
協会の上井七穂氏をお招きし、「幸せへの近道
レッスン～命輝く法則『ほめ日記』講座～」
を行いました。グループワークで自分やお互
いを褒め合ううちに緊張もほぐれ、会場から
絶えず笑い声や温かい拍手が聞こえてきまし
た。自己尊重感を高める仕組みを楽しく学
び、命が輝く感覚を実感しました。女性同士
のゆるやかなまとまりが広がり、湧水町がさ
らに元気で笑顔あふれる町になるよう、次回
も多くの方のご参加をお待ちしております。
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企業版ふるさと納税活用「PARK WOOD 湧水」
定住促進住宅　寄附記念・完成セレモニーを開催

　三菱地所株式会社様及び松尾建設株式会社様より、湧水町まち・ひと・しごと創生推進事業に
ご賛同いただき、企業版ふるさと納税（地方創生応援税制）として定住促進住宅「PARK WOOD 
湧水」のご寄附をいただきました。
　贈呈式では、建物の引渡しに替えて「鍵（特大レプリカキー）」の贈呈が行われ、町長より感謝
状が贈られました。両社代表からは、今回の寄附が湧水町の人口減少対策の課題解決につながる
事業として、官民連携による地域づくりに向けた思いが語られました。
　ご寄附いただいた住宅は、木造陸屋根平家建ての共同住宅 2 棟６戸（各 97.73㎡）で、木造・
木質化建築技術を活用した住まいです。町では、町内企業へ町外から通勤する若い世代などを対
象に入居者を募集し、定住促進と雇用環境の向上に繋げていきます。

3/　30月




